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１ 県立今治病院移転新築関連事業費
令和７年度６月補正予算（案）

予算額 8,650千円

老朽化・狭あい化が進む県立今治病院（昭和58年築）について、今治新都市へ移転新築することで、今治圏域内で将来に
わたって安定的・継続的に良質な医療を提供する。
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（1）概要

（2）債務負担行為限度額   21,835,722千円

（3）設定期間     R８年度～12年度

１ 県立今治病院整備事業費 

愛媛県立今治病院老朽化対策基本計画（R5.11）策定

愛媛県立今治病院老朽化対策基本計画 （R7.5） 改訂
・圏域の医療供給体制の状況を踏まえ、不足する医療提供体制を補完

・一般病床240床→215床

KPI

県立今治病院整備事業の進捗状況
（R8年度までに進捗率0.6％(基本設計完成)を目指す）
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 －   （R7年度）

0.6％ （R8年度）

県立今治病院整備事業契約の締結
現状値
目標値

   ０％ （R7年度）

100％ （R8年度）

今治病院が担うべき機能・役割を明確にしたうえで移転新築に着手

コロナ禍後の患者数減少や想定以上に圏域の民間病院の
廃業・縮小等が進行

２ 県立今治病院整備推進事業費

（1）概要
 事業者の募集・選定を円滑に行うため、医療・法務・建築等の技術を有する専門のコンサル

 タントにアドバイザー業務を委託するほか、専門的知識、経験を有する外部有識者を含む検討
会を設置する。

見直し

今治病院における現状と課題

※高効率な設備システムの導入等により、大幅な省エネルギー化（エネルギー消費量を30％以上削減）を実現した建築物

3 想定スケジュール

圏域において最多の病床を有する中
核病院として、 救急医療、小児・周
産期医療など政策的医療を中心に地
域医療を担っているが、建築後42年を
経過し、老朽化・狭あい化が進行

移転地 今治市しまなみの社1番2(市有地) 整備建物 病院棟、医師・看護師宿舎

許可病床数 215床 診療科 24科

その他

・圏域内唯一の災害拠点病院として免震構造、屋上ヘリポートを新たに整備

・圏域内唯一の地域周産期母子医療センター（NICU3床・GCU6床）

・感染症病床4床を新たに確保し、第二種感染症指定医療機関として整備

・病院棟をZEB Orientedへ適合※ 等

8,650千円（R7年度予算額）

※民間ノウハウを活用して、工期短縮、コスト削減を図るため、設計・施工を一括して行うデザインビルド方式を採用
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公営企業管理局
県立病院課
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